
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
罪
認
識
の

一
考
察

―
―
法
華
経
に
お
け
る
罪
の
概
念
と
日
蓮
聖
人
―
―

宮
　
　
　
淵

は

じ

め

に

日
蓮
聖
人
の
修
行
論
は
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
受
持
譲
与
段

Ｔ
）

に
説
か
れ
る
如
く
、
妙
法
五
字
の
受
持
で
あ
る

っ
）
。
こ
れ
は
、

信
と
い
う
自
己
投
棄
の
立
場
に
立

っ
た
時
に
、
自
己
に
絶
対
者
と

し
て
対
峙
す
る
久
遠
実
成
の
釈
尊
が
、
我
等
の

「
五
字
の
受
持
」

に
即
し
て
事
具
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

「
受
持
」
と
い
う
語
に
特
色
づ
け
ら
れ

る

″
信
か
ら
行

へ
″
の
過
程
は
、
人
が
そ
の
信
に
至
る
ま
で
の
自

己
投
棄
が
重
要
な
契
機
に
な
る
と
い
え
る
。
も
と
も
と

「
信
」
と

は
、
自
己
の
罪
深
い
こ
と
を
知
り
、
救
い
を
求
め
て
放
浪
し
て
い

る
者
が
、
初
め
て
遊
逓
す
る
こ
と
が
で
き
た
救
済
者
か
ら
自
己
の

放
棄
を
迫
ら
れ
、
「
南
無
」
と
絶
対
帰
依
す
る
状
態
で
あ
る

↑
）
。

泰

こ
の
よ
う
な
自
己
投
棄
の
状
態
に
お
い
て
初
め
て
、

「妙
法
五
字

の
受
持
」
の
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
故
に
私
は
、
久
遠
仏

へ

の
信
、
即
ち
自
己
投
棄
に
至
る
ま
で
の
自
己
の
罪
の
認
識
、
人
間

の
罪
の
認
識
を
重
視
し
た
い
。
こ
れ
が
深
け
れ
ば
、
三
徳
具
備
の

釈
尊

へ
の
信
が
強
く
、
釈
尊
事
具
と
い
う
同
化
に
際
し
て
の
行
、

及
び
釈
尊
自
身
の
常
住
の
表
現
と
し
て
の
我
等
の
行
が
強
い
も
の

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
罪
認
識
は
、
信
及
び
行
を

深
め
る

一
つ
の
大
き
な
要
素
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一

日
蓮
聖
人
の
罪
認
識
を
考
察
す
る
前
に
、「
罪
」
と
は
何
か
を
規

定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
宗
教
学
辞
典
』
（東
京
大
学
出
版

会
）
に
よ
る
と
、
罪
と
は

「
一
般
に
規
範
に
そ
む
く
行
為
」
Ｔ
）

存
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と
定
義
づ
け
ら
れ
、内
容
的
に
は

「
０
法
律
に
違
反
す
る
行
為
（犯

罪
）
、
０
道
徳
的
規
範
に
反
す
る
行
為

（罪
悪
）
、
０
宗
教
的
戒

律
に
そ
む
く
行
為

（罪
業
）
」
↑
）
の
三
つ
に
区
別
さ
れ
る
。

普

通
、
罪
の
意
識
と
い
う
も
の
は
い
我
々
に
と
っ
て
は
法
律

・
道
徳

に
反
す
る
行
為
を
し
た
時
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

良
心
が
研
澄
さ
れ
鋭
く
な
る
と
、
内
面
的
な
、
心
の
奥
底
に
潜
む

傲
慢
さ

（権
力

ｏ
知
識

・
徳
の
傲
慢
）
が
罪
と
し
て
浮
び
上
り
、

強
烈
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

↑
）
。
こ
の
罪
が
人
間
に
と
っ

て
不
可
避
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
行
為
で
あ
る
と
自
覚
さ
れ
る
に

至
る
と
、
も
は
や
立
つ
瀬
が
無
く
な
る
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、

『
不
安
の
概
念
』
の
中
で

「個
人
は
罪
に
対
す
る
不
安
に
よ
っ
て

罪
を
生
む
…

（中
略
）
…
個
人
は
責
め
あ
る
も
の
と
な
る
不
安
で

は
な
く
て
、
責
め
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
不
安
の
な
か

で
責
め
あ
る
も
の
に
な
る
」
？
）
と
言

っ
て
い
る
が
、　
こ
れ
は
罪

の
極
致
を
示
し
た
言
葉
と
み
る
こ
之
が
で
き
る
。
罪
を
こ
の
よ
う

に
内
面
的
に
考
え
て
く
る
と
、
脱
却
や
救
い
は
必
然
的
に
宗
教
の

世
界
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
人
間
の
救
い
が
、
絶
対
者
の
前
に
お
け

る
懺
悔
滅
罪
に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『宗
教
学
辞
典
』
で
は
、
仏
教
に
お
け
る
罪
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
罪
と
は
法

（ダ
ル
マ
）
に
そ
む
く
行
為

或
は
戒
律
に
反
す
る
行
為
で
、
未
来
に
苦
を
ま
ね
く
悪
行
で
あ
り

内
容
的
に
は
性
罪

・
遮
罪
の
二
罪
、
五
逆
罪

（害
父
母

・
害
阿
羅

漢

・
出
仏
身
血

・
破
和
合
僧

・
誹
謗
正
法
）
、
十
悪

（殺
生

・
楡

盗

・
邪
媛

・
妄
語

・
両
舌

・
悪
口
ｏ
綺
語

・
貪
欲

・
瞑
恙
・
邪
見
）

等
で
あ
る
と
。
↑
）
こ
こ
で
い
う
十
悪
は
、
法
律
及
び
道
徳
で
悪

と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
特
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
但
、
妄
語

・
両
舌

ｏ
悪
口
・
綺
語
等
と
い
う
よ
う
に
、
や
や
口
業
に
関
す
る

規
定
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
十
悪

業
道
は
十
戒
と
表
現
さ
れ
る
と
意
味
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は

「十
戒
」
の
場
合
は
、
十
戒
の
対
象
と
し
て
い
る
諸
悪
か
ら

解
脱
す
る
と
い
う
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
の
戒
律
に
は

こ
の
よ
う
に
諸
悪
か
ら
解
脱
し
て
、
修
行
者
を
涅
槃
に
導
く
力
が

あ
る
。

『倶
舎
論
』
で
は
、
こ
こ
に
仏
教
倫
理
の
特
色
を
認
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

Ｏ
Ｌ

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
で
は
、
罪
と
は

「法
性
の
理
に
違
い
、

又
は
禁
戒
に
触
れ
た
る
行
為
に
し
て
、
即
ち
苦
報
を
感
ず
べ
き
悪

業
」
６
）
で
あ
る
と
い
い
、　
諸
経
論
疏
を
引
用
し
て
解
説
さ
れ
て

い
る
。
即
ち

『
大
毘
婆
沙
論
』
第

一
一
六
で
は
、
罪
に
は
業

・
煩

悩

・
悪
行
の
三
種
が
あ
り
ヽ
業

（身

・
口
・
意
の
三
業
）
の
中
で

は
意
業
の
悪
、　
一
切
煩
悩
の
中
で
は
邪
見
、　
一
切
悪
行
の
中
で
は

破
僧
罪
が
大
罪
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
叉

『
喩
伽
師
地
論
』

第
九
九
で
は
、
罪
に
は
性
罪

・
遮
罪
の
二
種
が
あ
り
、
性
罪
は
其
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の
性
不
善
に
し
て
自
他
を
損
悩
す
る
悪
行
で
あ
る
と
し
、
遮
罪
は

仏
所
制
の
禁
戒
を
犯
す
こ
と
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
は
ず

『
一
代
聖
教
大
意
』
の
中
で
、
雨
前
経
に
お
け

る
罪
と
戒
を
引
業
と
称
し
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

法
華
己
前
之
経
之
お
き
て
は
上
品
之
十
悪
地
獄
之
引
業
中
品

之
十
悪
餓
鬼
引
業
下
品
之
十
悪
は
畜
生
之
引
業
五
常
修
羅
之

引
業
三
帰
五
戒
人
引
業
三
帰
十
善
六
欲
天
引
業
也
。
有
漏
坐

禅
色
界
無
色
界
引
業
、
五
戒

・
八
戒

・
十
戒

ｏ
十
善
戒

・
二

百
五
十
戒

・
五
百
戒
之
上
苦
空
無
常
無
我
之
観
声
聞

・
縁
覚

之
引
業
。
五
戒

・
八
戒

・
乃
至
三
衆
浄
戒
之
上
六
度
四
弘
之

菩
提
心
発
菩
薩
也
仏
界
の
引
業
也
。

（定
六
九
頁
）

こ
の

『
一
代
聖
教
大
意
』
で
は
、
天
台
教
学
の
立
場
に
立

っ
て

雨
前
経
で
は
十
界
を
説
い
て
も
十
界
の
因
果
互
具
を
明
さ
な
い
か

ら
成
仏
で
き
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
雨
前
経
で
の
罪

・

破
戒
は
、
そ
の
後
の
聖
人
独
自
の
教
学
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
も
こ
の
小
論
の
興
味
と
す
る
所

で
あ
る
。

以
上
、
法
律

・
道
徳

ｏ
仏
教
に
関
る
罪
の

一
般
的
見
解
を
み
て

き
た
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
罪
概
念
を
基
盤
に
、
日
蓮
聖
人
に
お

け
る
罪
認
識
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

ニ

日
蓮
聖
人
は
、

『
開
目
抄
』
で

「経
文
に
我
が
身
普
合
せ
り
」

（定
五
六
〇
頁
）
或
は
、

「仏
法
の
鏡
は
過
去
の
業
因
を
現
ず
」

（定
六
〇
二
頁
）
等
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
に
仏
法
を
、
殊

に
法
華
経
を
自
己
の
鏡
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

『
涅
槃
経
』

の

「依
法
不
依
人
」
の
文
を
重
視
さ
れ
た

貧
）
聖
人
に
と
っ
て
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
日
蓮
聖
人
の
罪

認
識
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
法
華
経
に
お
け
る
罪
の
概
念
及
び
聖

人
の
引
用
と
を
、
兼
ね
合
せ
て
考
察
し
た
い
。

什
訳

『妙
法
蓮
華
経
』
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
三
十
余
箇

所
に

「罪
」
の
用
語
が
見
受
け
ら
れ
る
。
以
下
順
に
考
察
し
て
い

く
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

方
便
品
１
此
輩
罪
根
深
重
及
増
上
慢
。
未
レ得
謂
レ
得
。
未
レ証
謂
レ
証
。

有
二如
レ此
失
一。
是
以
不
レ
住
。

警
喩
品
２
若
人
不
レ
信
　
毀
ニー謗
此
経
一
則
断
三

切
　
世
間
仏
種
一
或

復
響
愛
　
而
懐
二疑
惑
一　
汝
当
レ聴
レ説
二　
此
人
罪
報
一

３
此
人
罪
報
　
汝
今
復
聴

４
断
二仏
種
一故
　
受
二
斯
罪
報
一

５
謗
二斯
経
一故
　
獲
レ罪
如
レ是
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６
謗
二
斯
経
一故
　
獲
レ
罪
如
レ
是

７
如
レ是
等
罪
　
横
羅
二其
映
一

８
如
レ
斯
罪
人
　

水ヽ
不
レ
見
二
仏

フ
衆
聖
之
王
　
説
法
教
化
一
フ
フ

９

礼

昴

ガ

人

′、

常

．ｇ

難

処

二
一　

狂

聾

心

舌Ｌ
ニ
ン

ヽ
テ

ル

タ

Ｒ

」
法

フ

ー０
謗
二
斯
経
一故
　
獲
レ
罪
如
レ
是

Ｈ
謗
二
斯
経
一故
　
獲
レ
罪
如
レ
是

‐２
生
ル
舎
利
弗
二一　
汎
ァ
ル
ト
者
　
若
、́諾
軍
船
多
　
窮
ム【
斑
イ
レ
尽
キ

信
解
品

‐３
子
レ
時
．籍
子
自
二ぎ
ψ
無
ク
”
若
而
九

一因
と
資
諄
枠
″色
鶴

化
城
喩
品

‐４
罪
半計
詠
だ
．　
九
桑
私
蘇
野　
じ
一於
番
ル
聾

不
レ
醜

一圭
計

聾

札
け
れ

に

ア
に

常
．甕

一於
亜
心ュ

法
師
品

‐５
若
有
一一悪
人
一以
十一不
善
心
一。
於
十二

劫
中
一九
二テ於
仏
前
Ｌ

常

毀
吾
罵
仏
一其
罪
尚
軽
。

‐６
れ
だ
九

二
ゴ
心一一３

。毀
可
牝
″
家
出
貌
証

一誦ス
ポ
華
経
フ襲
Ｐ
。

其
罪
甚
重
。

‐７
事指
針
一拡
Ｌ
．一　
常二肛
一不
善Ｄ正
一フ　
儀
”色
耐
鷺
７
」

獲
二無
量
重
罪
一

‐８

一
ゎ

駒

計

一
一‥
乱

聾

二
　

是

′ど

華

経

ヲ
一
者

上
　

須

丸

鵬

詳

心
言

フ
一

其
罪
復
過
レ
彼

提
婆
品

・９
深
達
二
罪
福
相
一　
遍
照
二於
十
方
一　
微
妙
浄
法
身

具
セ”
コ塁

一一十
二
　
人

入

十
種
Ｌ

　

用
．Ｆ
一れ

Ｆ
ａ

涌
出
品

２０
伏
舒
デ

発
立≫

口薩
。
奥

在
だ
後
二Ъ

若
配

ゴ
弊
野

或
ノ、不
ン一
信

受
一。
而
起
二
破
法
罪
業
因
縁
一。

圭汗
旦里
口叩

２‐
詮
ぎ
男
子
。
於
．″
意
．ｒ
何
。
頗
．́在
″
人
亀
記
７
ン
耀
ン
肛五
携

不
。
不
也
世
尊
。

２２
我
浄
土
不
レ
毀

　

而
衆
見
二焼
尽

　

憂
怖
諸
苦
悩

井
影
争
札
「卜
Ｌ
肇
若
生
ノ、

人
一亜心業館
λ

過
二阿
僧
祗
劫
一　
不
レ
聞
塾
一宝
名
一

不
軽
品

２３
若
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
。
持
二
法
華
経
一者
。

若
有
一

悪
口
罵
詈
誹
謗
一。
獲
二
大

罪
報
Ъ

如
二向
所
レ
説
。
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２４
得
大
勢
。
彼
時
四
衆
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
。

以
二
瞑

多

Ｌ
軽
一一‥賤セ
ンダ

与

一
一百
億
劫
．肛
石
レ
ぃ

仏
．石
レ
聾

法
フ

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
・

ク
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　

、^
　
　
ノ
　
フ

不
レ
見
レ僧
。
千
劫
於
二
阿
鼻
地
獄
一受
二
大
苦
悩
一。
畢
二是
罪
一

己
。
復
遇
三常
不
軽
菩
薩
教
■
化
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一。

２５

丸

罪

畢

＾ビ

ァ

臨

ソ
一
命

紅

旺

．一
　

徊
ル

聞
夕
一
卜
雌

匿

ン

　

ユ
ハ

根

清

浄
ナ
リ

神
通
力
′誕
．
増
一一‐群
ィ
命
フ一　
復
為
一一諸
ん

　
Ｌ
乳
是
Ｆ
”

キ褒
夏
欺
（

皆
九

一書

薩
ノ

教
化
成
議
テ
令
ノレ宣
野

仏
道
二・

普
門
品

２６
設
復
有
レ
人
。
若
有
レ
罪
若

無
レニ
罪
。
粗
械
枷
鎖
検
二
繋

其
′

第

一一墨

観
世
立暑

乳

一者
響

酔

亀

御

監

可

陀
羅
尼
品

２８
若
不
レ
順
二
我
呪
一　
悩
二‐乱
説
法
者
一
　

頭
破

作
二
七
分
一

ぃ
　
タ
ナ
ラ
ン
　
　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
ク
　
ン
ヌ
ル
　
　
フ
ｆ‐パ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
フ

２９
如
二
阿
梨
樹
枝
一
　

如
下
殺
二
父
母
一罪
上
　
亦
如
下
圧
レ
油
狭

斗
絆
欺
二‥証
人
一　
調
達
破
僧
罪
上
　
　
犯
二
此
法
師
一者

当
レ
獲
二如
レ
是
狭
一

勧
発
品

３０
若
有
レ
人
軽
二‥毀
之
喜
口。
汝
狂
人
耳
。
空

作
二
是
行
一終
無
二

所
獲
一。
如
レ
是
罪
報
当
二
世
世
無
レ
眼
。

方
便
品
の
１
の
文
は
、
三
止
三
請
の
末
、
仏
が
甚
深
微
妙
の
法

を
説
か
ん
と
さ
れ
た
時
に
、
五
千
人
の
増
上
慢
が
立
ち
去

っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
対
す
る
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「罪
根
深
重
」

と
い
う
業
因
と
、
増
上
慢
の
不
信
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
仏
の
三
度
の
制
止
の
中
で
は
、
増
上
慢
の
人
々
が
仏
の
法
を

聞
い
て
も
信
じ
な
い
為
、
却

っ
て
罪

（大
坑
）
に
堕
ち
る
危
惧
が

語
ら
れ
て
い
る
。

警
喩
の
２

ｏ
３

ｏ
４
は
、
法
華
経
に
背
き
違
う
十
四
謗
法
を
説

く
中
に
出
て
く
る
文
で
あ
る
。
十
四
謗
法
と
は
、
僑
慢

・
解
怠

・

計
我

・
浅
識

・
著
欲

・
不
解

・
不
信

・
揮
楚

・
疑
惑

・
誹
謗

・
軽

善

・
憎
善

・
嫉
善

・
恨
善
で
あ
る
。
こ
の
用
例
の
中
で

「罪
報
」

と
い
う
の
は
、
法
華
経
に
背
き
違
う
罪
の
報
い
で
あ
る
。
こ
こ
に

も
や
は
り
、
謗
法
罪
と
罪
業
論
が
見
受
け
ら
れ
る
。
日
蓮
聖
人
は

２
の
文
を
、
法
然
の
邪
義
或
は
諸
師
の
謗
法
を
正
す
べ
き
経
証
と

し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『
守
護
国
家
論
』
で

は
、

「問
云
正
源
空
誹
二謗
法
華
経
一証
文
如
何
。
答
云
法
華
経
第

二
云
若
人
不
レ
信
毀
二
謗
斯
経
一則
断
三

切
世
間
仏
種
聰
文
。

不
信

相
貌
令
二
人

捨
二於
法
華
経
一也
。
」
（定

一
〇
五
頁
）
と
い
う
よ

う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他

『
立
正
安
国
論
』

（定
三
二
二

～
三

・
三
二
六
頁
）

・
『
顕
謗
法
抄
』
（定
二
五
五

ｏ
二
六
六
頁
）
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ｏ
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
（定
四
五
五
頁
）
ｏ
『
如
説
修
行
抄
』

（定
七
三
四
頁
）

・
『富
木
殿
御
書
』

（定

一
三
七
二
頁
）
等
、

多
く
の
御
書
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。

警
喩
品
の
５

ｏ
６

・
７

・
・Ｏ

ｏ
Ｈ

ｏ
ｌ２
等
の
文
中
の

「
罪
」
の

用
例
は
、
直
接
的
に
は
悪
報

（苦
）
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
悪
報

（苦
）
に
堕
ち
る
根
本
的
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
謗
法
の
罪
過

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
讐
喩
品
の
８

ｏ
９
に
出
ず
る

「罪
人
」
の

意
味
は
、
謗
法
罪
を
犯
し
た
人
で
あ
る
。

次
に
信
解
品
の
１３
の

「
罪
」
の
用
例
。
こ
こ
で
は

「
罪
無
く
し

て
囚
執
え
ら
る
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
察
せ
ら
れ
る
通
り
、

一
般
的
な
悪
い
こ
と
、
即
ち
法
律

・
道
徳
の
規
範
に
背
く
行
為
を

「罪
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
は
法
華

経
が
否
定
す
る
罪
の
概
念
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

・４
番
目
、
化
城
喩
品
の

「
罪
業
の
因
縁
」
と
い
う
用
例
は
、
過

去
の
悪
業
を
指
し
て
お
り
、
業
思
想
が
基
底
に
窺
え
る
。
過
去
の

罪
業
に
よ
っ
て
、
現
在
は
煩
悩
中
最
大
悪
た
る
邪
見
に
住
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
が
未
来
に
は
堕
悪
と
い
う
悪
果
を
も
た
ら
す
原

因
た
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

法
師
品
の
１７
は

　ヽ
一
劫
と
い
う
長
い
間
常
に
仏
を
罵
じ
る
罪
が

重
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
１５
で
は
、
そ
の
罪
は
ま
だ
軽
い
と
さ

れ
る
。
１６

ｏ
‐８
の
用
例
は
そ
の
理
由
で
あ
る
。
即
ち
、
た

っ
た

一

言
で
も
法
華
経
を
読
誦
す
る
者
を
罵
じ
る
こ
と
は
、
仏
を
罵
じ
る

罪
よ
り
も

っ
と
重
大
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
華
経

受
持
者
に
対
す
る
誹
謗
の
罪
の
重
大
さ
を
指
摘
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
日
蓮
聖
人
は
、

『守
護
国
家
論
』

（定

一
〇
五

頁
）

・
『
四
恩
抄
』

（定
二
四
〇
頁
）
等
で
こ
の
文
を
引
用
さ
れ

て
い
る
。

『
撰
時
抄
』
で
は
意
を
取

っ
て
、

「教
主
釈
尊
記
云
、

末
代
悪
世
に
法
華
経
を
弘
通
す
る
も
の
を
悪
口
罵
詈
等
せ
ん
人
は

我
を

一
劫
が
間
あ
だ
せ
ん
者
の
罪
に
も
百
千
万
億
倍
す
ぎ
た
る
べ

し
と
と
か
せ
給
へ
り
。
」

（定

一
〇

一
八
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ

ア０
。提

婆
品
の
１９
で
は
ヽ
仏
は
罪
と
福
の
実
相
を
深
く
究
め
て
お
ら

れ
る
と
語
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
衆
生
に
お
い
て
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た

「罪
」
が
、
仏
に
お
い
て
は
実
相
を
究
め
尽
す
こ

と
に
よ

っ
て
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

涌
出
品
の
２０
で
は
、
信
受
し
な
い
こ
と
、
法
を
破
す
こ
と
が
、

罪
業
の
因
縁
と
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

寿
量
品
の
２‐
は
、
良
医
の
警
の
中
に
出
ず
る

一
文
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
病
子
に
良
薬
を
服
せ
し
む
る
為
に

「汝
等
の
父
は
即
に

死
せ
り
」
と
使
に
嘘
を
つ
か
せ
た
こ
と
が
罪
に
な
ら
ぬ
の
と
同
様
、

仏
が
衆
生
を
真
実
に
入
れ
る
た
め
に
、
方
便
を
も

っ
て

「滅
度
す

べ
し
」
と
い
う
こ
と
は
虚
妄
の
罪
と
な
ら
な
い
と
語
ら
れ
る
。
こ
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れ
は
、
道
徳
的
罪
悪
感
を
通
じ
て
、
仏
の
慈
悲
を
示
し
た
も
の
と

い
え
る
。

寿
量
品
の
２２
で
は
、
煩
悩
に
囚
わ
れ
て
、
仏
の
常
住
の
浄
土
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い

一
般
の
人
間
を
総
括
し
て
、
「罪
の
衆
生
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
不
見
を

「悪
業
の
因
縁
」

と
表
現
さ
れ
、
そ
れ
が
業
と
な

っ
て
仏

ｏ
法

・
僧
の
三
宝
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

不
軽
品
の
２３
で
は
、
悪
口

・
罵
詈

・
誹
謗
と
い
う
、
法
華
経
受

持
者
に
対
す
る
謗
法
を
罪
と
見
倣
し
て
い
る
。
２４
で
は
、
四
衆
が

瞑
恙
の
意
を
以
て
不
軽
を
軽
賤
し
た
こ
と
を
罪
と
見
倣
し
、
二
百

億
劫
も
の
間
三
宝
に
あ
わ
ず
、
千
劫
の
間
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
て
大

苦
悩
を
受
け
た
こ
と
を
、
罪
を
償
う
こ
と
に
な

っ
た
と
表
現
さ
れ

て
い
る
。

次
に
不
軽
品
の
２５
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
受
難
に
よ
っ
て
自

身
の
過
去
の
罪
業
を
償
う

こ
と
が
で
き
る

こ
と
が

示
さ
れ
て
い

る
。
即
ち
、
不
軽
は
礼
拝
行
を
し
て
悪
口

ｏ
罵
詈
を
受
け
た
が
そ

れ
を
耐
え
忍
ん
だ
為
、
不
軽
自
身
の
凡
夫
た
り
し
頃
の
様
々
な
罪

を
消
滅
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
罪
業

観
と
受
難
滅
罪
思
想
は
、
日
蓮
聖
人
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
聖
人
は
、

『
転
重
軽
受
法
門
』

・
『
開
目
抄
』

・
『
佐
渡
御

書
』
等
で
、

「
其
罪
畢
己
」
の
文
を
引
用
し
解
説
さ
れ
て
い
る
。

０
不
軽
菩
薩
の
悪
口
罵
詈
せ
ら
れ
、
杖
木
瓦
礫
を
か
ほ
る

‐も
、

ゆ

へ
な
き
に
は
あ
ら
ず
。
過
去
の
誹
謗
正
法
の
ゆ

へ
か
と
み

へ
て
、
其
罪
畢
已
と
説
て
候
は
、
不
軽
菩
薩
の
難
に
値
ゆ

へ

に
、
過
去
の
罪
の
滅
か
と
み
へ
は
ん
べ
り

（
『
転
重
軽
受
法

門
』
定
五
〇
七
頁
）

０
不
軽
品
云
其
罪
畢
已
等
一バ
云
。

不
軽
菩
薩
は
過
去
に
法
華
経

を
謗
給
ふ
罪
身
に
有
ゆ

へ
に
、瓦
石
を
か
ほ
る
と
み
へ
た
り
。

（
『
開
目
抄
』
定
六
〇
〇
頁
）

Ｑ
日
蓮
も
叉
か
く
せ
め
（責
）
ら
る
る
も
先
業
な
き
に
あ
ら
ず
ｏ

不
軽
品
云
其
罪
畢
己
等
一バ
云
。　
不
軽
菩
薩
の
無
量
の
謗
法
の

者
に
罵
詈
打
脚
せ
ら
れ
し
も
先
業
の
所
感
な
る
べ
し
。
何
に

況
や
日
蓮
今
生
に
は
貧
道
下
賤
の
者
と
生
れ
、
栴
陀
羅

（漁

者
）
が
家
よ
り
出
た
り
。
心
こ
そ
す
こ
し
法
華
経
を
信
た
る

様
な
れ
ど
も
、
身
は
人
身
に
似
て
畜
身
也
。
…
…
叉
過
去
の

謗
法
を
案
ず
る
に
誰
か
し
る
。
勝
意
比
丘
が
魂
に
も
や
、
大

天
が
神
に
も
や
。
不
軽
軽
毀
の
流
類
欺
、
失
心
の
余
残
欺
。

五
千
上
慢
の
春
属
歎
、大
通
第
三
の
余
流
に
も
や
あ
る
ら
ん
。

宿
業
は
か
り
が
た
し
。
我
今
度
の
御
勘
気
は
世
間
の
失

一
分

も
な
し
。
偏
に
先
業
の
重
罪
を
今
生
に
消
し
て
、
後
生
の
三

悪
を
脱
れ
ん
ず
る
な
る
べ
し
。

（
『
佐
渡
御
書
』
定
六

一
四

頁
）
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『
佐
渡
御
書
』
に
は
、
更
に
、

当
世
の
王
臣
な
く
ば
日
蓮
が
過
去
謗
法
の
重
罪
消
し
難
し
。

日
蓮
は
過
去
不
軽
の
如
く
、
当
世
の
人
人
は
彼
軽
毀
の
四
衆

の
如
し
。
人
は
替
れ
ど
も
因
は
是

一
也
。

（定
六

一
七
頁
）

の
文
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
聖
人
の
罪
認
識

・
罪
業
観
が
、
こ

の
不
軽
品
の
そ
れ
と
全
同
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
不
軽
品
の
２５
の
文
中
に

「
諸
著
法
衆
皆
蒙
一一一菩
薩

教
化
成
就

令
レ
住
二
仏
道
こ

と
い
う
説
示
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
不

軽
の
礼
拝
が
、
人

々
を
し
て
か
え

っ
て
悪
口
罵
詈
せ
し
め
た
が
、

そ
れ
が
縁
と
な
り
不
軽
に
帰
依
す
る
に
至
り
、
教
化
が
成
就
す
る

こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
罪
を
人
々
に
犯
さ

せ
る
こ
と
が
、
か
え

っ
て
成
仏
の
種
を
植
え
つ
け
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
折
伏
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
る
。
不
軽
の
二
十
四
文
字
と
、
自
身
の
妙
法
五
字
と
を
意
同

じ
と
し
て
下
種
す
る
思
想
は
、

『
顕
仏
未
来
記
』

（定
七
四
〇
～

一
頁
）

・
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』

（定
八
九
六
頁
）
等
に
出
ず

アリ
。次

に
、
普
門
品
の
２６

・
２７
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の

「罪
」
は
世

俗
的

一
般
的
罪
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
罪
の
内
容
に

つ
い
て
は
別
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
陀
羅
尼
品
の
２８

ｏ
２９
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
示
さ
れ
る
殺

父
母
罪

・
破
僧
罪
は
五
逆
罪
に
含
ま
れ
る
大
罪
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
法
華
経
の
説
法
者
を
悩
乱
す
る
罪
は
、
そ
れ
に
匹
適
す
る
重
罪

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
勧
発
品
の
３０
の
用
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
華
経
を
受

持
す
る
者
を
軽
毀
す
れ
ば
、
世
々
に
限
が
無
く
な
り
、
更
に
過
悪

を
出
せ
ば
実
で
あ

っ
て
も
不
実
で
あ

っ
て
も
現
世
に
於
て
白
願
の

病
を
得
、
若
し
こ
れ
を
軽
笑
す
れ
ば
、
諸
の
重
病
に
か
か
る
で
あ

ろ
う
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
華
経
受
持
者

へ
の
謗
法
罪

を
誠
め
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
法
華
経
に
出
ず
る

「罪
」
の
用
例
を
中
心
に
、
罪
の
概

念
を
探

っ
て
、き
た
。
法
華
経
で
は
、
罪
は
概
ね

「
法
華
経
を
信
受

し
な
い
こ
と
」

・
「
法
華
経
受
持
者
を
誹
謗
す
る
こ
と
」
等
の
概

念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
罪
は
い

業
思
想
に
よ
っ
て
未
来
に
対
し
て
は
悪
業
の
因
縁
と
な
り
、
過
去

を
顧
み
れ
ば
自
己
が
無
始
以
来
積
み
重
ね
て
き
た
宿
業
で
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

さ
て
、
法
華
経
で
大
罪
と
見
倣
さ
れ
る

「誹
謗
」
で
あ
る
が
、

勧
持
品
の
侶
文
に
は
、
そ
の
誹
謗
者
の
実
態
と
も
言
う
べ
き
も
の

が
示
さ
れ
て
い
る
。

固
有
、′事

灯

筆

舎

笛

罵
四一一一口雄予

λ

¨
刀
杖
フ著

上

０
悪
世
７
ｒ

ｉ
ポ
智
二ぶ
詔
曲
だ̈
ビ
得
乱

一為

得
夕
「
＃
風
ご
充
満
セ
ッ
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問
或
有
下
阿
練
者
納
衣

在
二空
閑
一自
謂
レ
行
二
真
道
一
軽
二
賤
人

間
一者
上貪
二著
利
養
一故

与
二白
衣
一説
レ
法

為
三世
所
二恭
敬
一

如
■
ハ
通
羅
漢
〓
…
・

こ
れ
等
は
、法
華
弘
通
に
敵
対
す
る
傲
慢
な
人
々
で
あ
る
。
『法

華
文
句
記
』
で
は
、
０
を
俗
衆
増
上
慢
、
０
を
道
門
増
上
慢
、
同

を
僣
聖
増
上
慢
と
呼
び
、
同
の
僣
聖
増
上
慢
を
最
も
甚
し
く
、
ま

た
識
り
難
い
と
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
こ
れ
等
の
人
々
を

「

三
類
の
敵
人
」

（
『寺
泊
御
書
』
定
五

一
五
頁

・
『開
目
抄
』
定

五
九
三
頁

・
『
如
説
修
行
抄
』
定
七
三
二
頁
）
・
コ
ニ
類
の
怨
敵
」

（開
目
抄
』
定
五
九
三
～
五
九
八
頁
）

・
「
三
類
の
強
敵
」

（
『

如
説
修
行
抄
』

定
七
三
二
頁
）

等
と
称
し
て
重
大
視

さ
れ
て
い

る
。

『
開
目
抄
』
で
は
、
こ
れ
等
の
人
々
が
当
世
に
お
い
て
は
具

体
的
に
は
誰
で
あ
る
の
か
を
究
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

第

一
の
有
諸
無
智
人
云
者
、
経
文
第
二
の
悪
世
中
比
丘
第
三

の
納
衣
の
比
丘
の
大
檀
那
等
と
見
へ
た
り
。
…
…
第
二
の
悪

世
中
比
丘
と
指
る
る
は
法
然
等
の
無
戒
邪
見
の
者
な
り
。
…

第
二
…
華
洛
に
は
聖

一
等
、
鎌
倉
に
は
良
寛
等
に
に
た
り
。

（定
五
九
四
～
五
九
六
頁
）

と
述
べ
ら
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

三

と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
華
経
の
中
に
は
、
倫
理
的
な
罪
悪
に
対
す

る
防
止
的
記
述
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ

っ
て
も
、
衆
生

が
犯
し
て
い
る
罪

（
不
信

・
誹
謗
等
）
の
防
止
の
為
の
警
喩
的
表

現
と
し
て
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
法
華
経
が
仏
教
経
典
と
し
て
説

か
れ
、
道
徳
的
基
準
を
逐

一
示
す
為
に
説
か
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
教
が
本
来
的
に
世
間
の
善
悪
か
ら
の

脱
出
、
及
び
出
世
間
に
お
け
る
生
死
の
克
服
を
主
眼
と
し
て
い
る

か
ら
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
に
お
い
て
、
地
獄

・
餓
鬼

・

畜
生
を
三
悪
、
修
羅

・
人

・
天
を
三
善
と
呼
び
、
そ
の
上
に
四
聖

が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
了
解
で
き
る
と
こ
ろ
で

あ
る

０
）
。

さ
て
、
法
華
経
に
お
け
る
罪
の
概
念
を
考
え
る
上
で
、
ど
う
し

て
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
法
師
功
徳

口叩
の
、諸

所
説
法
。
随
二
其
義
趣
一。
皆
与
二
実
相
一。
不
二相
違
背
一。

若
説
二
俗
間
経
書
。
治
世
語
言
。
資
生
業
等
一。
皆
順
二
正
法
一。

と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
如
来
の
滅
後
に
法
華
経
を
受
持
す

る
者
が
、
世
間
の
道
徳
論

・
政
治
論

ｏ
経
済
論
等
と
い
っ
た
人
間

生
活
の
実
際
上
の
法
を
説
く
場
合
、
仏
の
正
し
い
法
と

一
致
す
る

よ
う
に
説
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
世
俗
的
な
倫
理

は
法
華
経
に
包
括
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
今
度
は
宗
教
倫
理
と
し
て
出
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て
く
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、

『
観
心
本
尊
抄
』
で

「
天
晴
地
明
。
識
二
法
華
一者
可
レ
得
二
世
法
一欺
。」
（定
七
二
〇
頁
）

と
言
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
法
師
功
徳
品
の
文
を
想
起
し
て
言

わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
は

『
一
代
聖
教
大

意
』

ｏ
『
事
理
供
養
御
書
』

ｏ
『
檀
越
某
御
書
』
等
で
引
用
さ
れ

「外
典
開
会
之
文
」

（定
七
四
頁
）

・

「
や
が
て
世
間
の
法
が
仏

法
の
全
体
」

（定

一
二
六
三
頁
）

・
「
御
み
や
づ
か
い

（仕
官
）

を
法
華
経
と
を
ぼ
し
め
せ
」

（定

一
四
九
三
頁
）
等
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
等
は
、
聖
人
の
事
の

一
念
三
千
の
思
想
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
べ
き
表
現
で
あ
る
。
こ
の
様
に
考
え
る
と
、『
本
尊
抄
』

で

「
天
晴
地
明
。
識
二
法
華
一者
可
レ
得
二
世
法
一欺
。」
と
述
べ
ら
れ

た
直
後
に
、

「
不
レ
識
■

念
三
千
一者
仏
起
二
大
慈
悲
一五
字
内
裏
二

此
珠
一令
レ
　
懸
二末
代
幼
稚
頸
こ

（定
七
二
〇
頁
）
と
語
ら
れ
た

理
由
が
了
解
さ
れ
て
く
る
。
聖
人
に
お
い
て
は
、
世
法
は

一
念
三

千
妙
法
五
字
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

四

日
蓮
聖
人
の
罪
認
識
は
、
法
華
経
の
罪
の
用
例
が
不
信

・
謗
法

を
中
心
と
し
た
業
論
で
あ

っ
た
の
と
同
様
、
常
に
謗
法
の
罪
が
問

わ
れ
、
過
未
の
宿
業
思
想
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

先
に
不
軽
品
の

「
其
罪
畢
已
」
の
聖
人
の
引
用
に
関
連
し
て
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
罪
認
識
は
、
聖
人
の
出
家
の
動

機
と
関
わ
る
所
が
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
と
も
と
、
聖
人
の
出
家
の
動
機
は
生
死
を
離
れ
る
身
と
な
る

こ
と

盆
）
で
あ
り
、
求
道
習
学
の
目
標
は
仏
教
を
極
め
て
成
仏
し

恩
あ
る
人
を
た
す
け
る
こ
と

２
）
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
聖
人
が
、

『
大
無
量
寿
経
』
弥
陀
の
第
十
八
願
の
中
の

「
唯
除
一一
五
逆
誹
謗

正
法
こ

の
文
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
な
成
行
き
で
あ
ろ
う
。

聖
人
の
、
五
逆
謗
法
に
対
す
る
考
え
方
は
、

『
南
条
兵
衛
七
郎
殿

御
書
』
の
、

五
逆
を
ば
お
か
さ
ざ
れ
ど
も
五
逆
に
似
た
る
罪
叉
日
日
に
お

か
す
。
叉
十
悪
五
逆
に
す
ぎ
た
る
謗
法
は
人
毎
に
こ
れ
あ
り
。

（定
三
二

一
頁
）

の
文
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
ご
ろ
末
法
に
い
れ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
百
年
に
み

た
ず
、
わ
れ
ら
罪
業
お
も
し
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
五
逆
を

つ
ぐ
ら
ず

含
）

一
。
誹
謗
正
法
は
、
五
逆
の
つ
み
に
お
ほ
く
ま
さ
ヶ
と
申
候

は
、
ま
事
に
て
候
か
。
答
。
こ
れ
は
い
と
人
の
せ
ぬ
事
に
て

侯

盆
）
。

と
考
え
ら
れ
た
法
然
上
人
の
罪
認
識
と
根
本
的
に
相
違
す
る
点
で

あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
衆
生
は
五
逆
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
、
法
然
上
人
は
犯
さ
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、　
ヨ

代
聖
教
大
意
』
に

実
悪
人
善
人
外
道
凡
夫
方
便
之
権
行
真
実
教
う
ち
思
な
し
て

す
ぎ
し
程
、
法
華
経
来
方
便
あ
り
け
り
、
実
見
思
無
明
断
ざ

り
け
り
、
往
生
せ
ざ
り
な
ん
と
覚
知
也
。

（定
七
三
頁
）

と
い
う
文
が
あ
る
。
繭
前
経
で
は
真
実
の
修
行
と
思

っ
て
方
便
的

な
修
行
を
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
法
華
経
で
は
、
見
思
無
明
の
惑

も
実
に
は
断
じ
て
お
ら
ず
、
往
生
も
し
て
い
な
い
と
知
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「悪
滅
煩
悩
断
」

・
「
煩

悩
断
九
界
厭
」

（定
七
三
頁
）
と
い
う
修
行
の
姿
勢
は
、
凡
夫
に

は
実
は
不
向
き
で
あ
り
、
ま
た
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
さ
に
凡
夫
、
即
ち
理
性
的
人
間
の
限
界
を
感
じ
さ
せ
る
と

同
時
に
、

「
凡
夫
身
仏
具
」

（定
七
三
頁
）
と
い
う
仏
の
慈
悲
の

手
の
中
に
し
か
救
い
が
無
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
本
抄
以
後
、
聖
人
が
雨
前
経
で
の
持
戒
に
対
し
て
、
否
定
的
表

現
を
と
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
聖
人
に
お

け
る
戒
の
否
定
は
、
次
の
文
等
に
見
ら
れ
る
。

０
十
悪
五
逆
を
造
れ
る
者
な
れ
ど
も
、
法
華
経
に
背
事
な
け
れ

ば
、
往
生
成
仏
は
疑
な
き
事
に
侍
り
。

（
『
月
水
御
書
』
定

二
九
〇
頁
）

０
像
法
千
年
の
後
は
末
法
万
年
。
持
戒
も
な
し
破
戒
も
な
し
、

．
無
戒
者
の
み
国
に
充
満
せ
ん
パ

『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』

定
三
一
〓
一頁
）

問
彼
謗
法
比
丘
雖
二持
戒
也
一堕
一盈
〔間
一。
正
法
の
大
俗
は
雖
二
破

戒
也
一成
仏
無
レ
疑

（
『
祈
薦
経
送
状
』
定
六
九
〇
頁
）

０
叡
山
の
円
頓
戒
者
叉
慈
覚
の
謗
法
に
曲
ら
れ
ぬ
。
彼
円
頓
戒

も
述
門
の
大
戒
な
れ
ば
今
の
時
の
機
に
あ
ら
ず
。

（
『
下
山

御
消
息
』
定

一
三
四
四
頁
）

同
今
の
代
に
地
獄
に
堕
も
の
は
悪
人
よ
り
も
善
人
、
善
人
よ
り

も
僧
尼
、
僧
尼
よ
り
も
持
戒
に
て
智
慧
か
し
こ
き
人
々
の
阿

鼻
地
獄

へ
は
堕
候
也
。
翁
種
々
物
御
消
息
』
定

一
五
三
〇
頁
）

日
蓮
聖
人
は
、
小
乗
戒
の
み
で
な
く
、
大
乗
円
頓
戒
ま
で
も
否

定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
華
経
安
楽
行
品
に
は
、
法
華
経

の
戒
と
も
言
う
べ
き
、
初
心
の
菩
薩
の
悪
世
に
お
け
る
弘
経
方
軌

四
安
楽
行
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
聖
人
は
、

無
智
悪
人
の
国
土
に
充
満
の
時
は
摂
受
を
前
と
す
。
安
楽
行

品
の
ご
と
し
。
邪
智
謗
法
の
者
多
時
折
伏
を
前
と
す
。
常
不

軽
品
の
ご
と
し
。

（
『
開
目
抄
』
定
六
〇
六
頁
）

と
述
べ
ら
れ
、
更
に
今
の
日
本
国
に
お
い
て
は
む
し
ろ
折
伏
で
あ

る
と
し
て
、
安
楽
行
を
退
け
ら
れ
で
い
る
。
け
れ
ど
も
、
聖
人
の

内
証
に
お
い
て
は
必
ず
し
も

安
楽
行
は
否
定
さ
れ
て

い
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、

『
開
目
抄
』
で
は
摂
受

ｏ
折
伏
が
問
題
に
な

―- 76……



る
直
前
に
、

「
我
法
華
経
の
信
心
を
や
ぶ
ら
ず
し
て
、
霊
山
に
ま

い
り
て
返
て
み
ち
び
け
か
し
」
（定
六
〇
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、

如
レ是
之
人
。
則
為
大
失
二。
如
来
方
便
。
随
宜
説
法
一。
不
レ

Ｌ
ァ
短
ィ
レ皐

不
レ町
否
鳳
劣
算

其
人
雖卜一不
レＬ
Ъ

不
レ
信
三
不
レ解
四是
経
一。
我
得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一時
。

鮪権
市
肛
．」
界
神
通
力
。
智
計
Ｌ
。
ル
４
角
魚
ｏ

住
二
是
法
中
一。

（安
楽
行
品
）

と
い
う
誓
願
安
楽
行
の
精
神
で
あ
る
。

『
開
目
抄
』
で
は
、
こ
の

誓
願
安
楽
行
の
意
識
が
、
聖
人
に
摂
受

・
折
伏
の
見
解
を
述
べ
さ

せ
る
に
至

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
聖
人
は
安
楽
行
の
心
を

内
に
収
め
、
折
伏
行
を
行
じ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

『
四
信
五
品
抄
』
に
は
、

仏
正
シ貨

Ｌ

ガ
Ｌ

一九

一
向
．Ｌ

一乱

一
分
．丁

慧
叉
不レ
″
牲
暁
〆

亀

ル

証
∝
信
ノ
一
乱

夕

議

不
信
ノ、
一
酢
提
謗
じ

習

笏

郎

名

字
即
位
也
。

（定

一
二
九
六
頁

と
い
う

一
文
が
あ
る
。
聖
人
は
名
字
即
の
信
の
み
を
重
視
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

『
本
尊
抄
』
で
は

「妙
法
五
字
の
受
持
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
聖
人
に
お
い
て
如
来
の
願
を
紹
継
す
る
受

持
行
が
真
に
行
ぜ
ら
れ
る
時
、
傲
慢

（徳

・
権
力

・
知
識
）
の
罪

が
消
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

聖

一
・
良
観
等
の
批
判

っ
）
の
中
に
は
、
勧
持
品
に
い
う
阿
練

若
住
者

ｏ
僣
聖
増
上
慢
の
傲
慢
さ
、
即
ち
徳
の
傲
慢
の
否
定
が
窺

わ
れ
る
。
ま
た
、
幕
府

へ
の
三
回
の
諌
暁
は
権
力
不
正
の
否
定
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
権
力
の
傲
慢
さ
を
見
抜
い
て
い
た
聖
人
の
姿
が

あ
る
。
ま
た
、

『
開
目
抄
』
に
、

日
蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台
伝
教
に
は
千
万
が

一
分
も
及

ぶ
事
な
け
れ
ど
も
、
難
を
忍
ド
慈
悲
′ず
↑
れ
た
る
事
．ヽぎ
を
れ

を
も
い
だ
き
ぬ
べ
し
。

（定
五
五
九
頁
）

と
い
う
文
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
知
識
の
傲
慢
さ
さ
え
も
見
ら
れ

な
い
。
あ
る
の
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
よ
っ
て
本
仏
に
懐
か
れ

本
仏
の
表
現
と
し
て
の
慈
悲
を
行
じ
て
い
る
聖
人
の
姿
な
の
で
あ

）ｏ
（・８
）
ｏ

聖
人
の
法
然
批
判
は
異
常
に
思
え
る
程
多
い
が
、
そ
れ
は
聖
人

の
罪
認
識
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
と
い
ケ
の
は
、

法
然
上
人
は
几
夫
の
愚
悪
を
罪
と
し
て
意
識
し
て
弥
陀
に
す
が
ろ

う
と
し
た
が
、
そ
こ
に
は

観
経
等
の
猶
華
厳

・
般
若
経
等
に
及
ざ
る
小
法
を
本
と
し
て

法
華
経
を
観
経
に
取
入
て
、
還
て
念
仏
に
対
し
て
閣
勉
閉
捨

（
『
開
目
抄
』
定
五
九
五
頁
）

し
て
随
自
意
経
を
捨
て
、
愚
悪
の
衆
生
に
あ
う
経
を
自
分
で
選
ん

だ
と
い
う
傲
慢
さ
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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以
上
、
法
華
経
に
お
け
る
罪
の
概
念
を
中
心
に
、
日
蓮
聖
人
の

罪
認
識
を
考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
、
聖
人
の
日
常
生
活
に
お
け

る
罪
認
識
、
及
び
滅
罪
の
論
理
は
充
分
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
等
は
今
後
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
ま
た
、
聖
人
の
法
然
批
判

の
考
察
、
親
鸞
の
罪
認
識
と
の
比
較
等
は
今
後
の
課
題
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

註
（
１
）

「
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
。我
等
受
二持
此
五

字
一自
然
譲
二
与
彼
因
果
功
徳
一。」

（
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
七

一
一
頁
、
以
下

「
定
」
と
略
称
す
る
）

（
２
）

拙
稿

「
受
持
譲
与
段
に
お
け
る

『
受
持
』
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

（
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
所
収
）
参
照

（
３
）

「
避
逓
」
と

「
自
己
の
放
棄
」
に
つ
い
て
は
、亀
井
勝

一
郎
著
『
愛

の
無
常
に
つ
い
て
』
で
、
深
く
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）

小
日
偉

一
・
堀

一
郎
監
修
　
五
五
六
頁

（
５
）

右
同

（
６
）

金
子
武
蔵
編

『現
代
倫
理
事
典
新
し
い
倫
理
』
罪
の
項
参
照

（
７
）

世
界
の
名
著
４０

『
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
』
所
収
　
一一七
五
頁

（
８
）

五
五
七
頁
取
意

（
９
）

平
川
彰
稿

「
原
始
仏
教
の
倫
理
」

（
壬
生
台
舜
編

『仏
教
の
倫
理

思
想
と
そ
の
展
開
』
所
収
）
二
七
頁

（
１０
）

第
二
巻

一
三
九
七
頁

（
ｎ
）

例
え
ば

『守
護
国
家
論
』
定
九
八
・
一
二
四
頁
、

『開
目
抄
』
定

五
八
四
頁
等

（
・２
）
　
『摩
訂
止
観
』
の
正
修
止
観
、
大
乗
の
思
議
境
を
明
す
段
に
次
の

文
が
あ
る
。
「
も
し
心
は
こ
れ
有
な
り
と
観
ず
れ
ば
、
善
あ
り
悪
あ
り
、

悪
は
す
な
わ
ち
三
品
あ
り
て
、
三
途
の
因
果
な
り
、
善
は
す
な
わ
ち
三

品
あ
り
て
、
修
羅
・
人
・
天
の
因
果
な
り
。
こ
の
六
品
を
観
ず
る
に
無

常
生
滅
す
。
能
観
の
心
も
ま
た
念
念
に
住
せ
ず
、
ま
た
能
観
所
観
、
こ

と
ご
と
く
こ
れ
縁
生
な
り
、
縁
生
即
ち
空
、
な
ら
び
に
こ
れ
二
乗
の
因

果
の
法
な
り
。
も
し
こ
の
空
有
の
二
辺
に
堕
落
し
て
空
に
沈
み
有
に
滞

る
を
観
じ
て
、
大
慈
悲
を
起
し
て
仮
に
入
っ
て
物
を
化
す
。
実
に
は
身

な
け
れ
ど
も
仮
に
身
を
作
し
、
実
に
は
空
な
け
れ
ど
も
仮
に
空
を
説
い

て
こ
れ
を
化
導
す
る
は
、
す
な
わ
ち
菩
薩
の
因
果
の
法
な
り
。
こ
の
法

の
能
度
所
度
を
観
ず
る
に
、
み
な
こ
れ
中
道
実
相
の
法
に
し
て
畢
党
清

浄
な
り
。
誰
か
善
、
誰
か
悪
、
誰
か
有
、
誰
か
無
、
誰
か
度
、
誰
か
不

度
な
ら
ん
、　
一
切
の
法
こ
と
こ
と
く
か
く
の
こ
と
し
。
こ
れ
仏
の
因
果

の
法
な
り
。
」

（岩
波
文
庫

『摩
訂
止
観
』
上
二
七
九
―
二
八
〇
頁
）

（
・３
）

「
生
死
を
離ルけ
は
必
此
重
罪
け
し
は
て
て
出
離
す
べ
し
」

（
『開

目
抄
』
定
六
０
二
頁
）

・
「
人
の
寿
命
は
無
常
也
”
…
…
帰
臨
終
の
事

を
習
て
後
に
他
事
を
習
べ
し
」

（
『妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
定

一
五
三

五
頁
）
・
「
此
度
い
か
に
も
ｔ
て
仏
種
を
も
う

（植
）
へ
、
生
死
を
離

る
る
身
と
な
ら
ん
」

（
『妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
定

一
五
五
三
頁
）
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以
上
の
文
等
に
よ
っ
て
、
聖
人
の
出
家
の
動
機
が
生
死
を
離
れ
る
身
と

な
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
生
死
を
離
れ
る
身
と
な
る
と
い
う
動
機
に
は
、
そ

れ
以
前
に
自
己
の
内
面
的
契
機
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
聖
人
は
、
自
己
の
出
自
を

「
旋
陀
羅
」
で
あ
る
と
、

『佐
渡
御

勘
気
抄
』

（定
五

一
一
頁
）

・
『佐
渡
御
書
』

（定
六

一
四
頁
）
等
で

意
識
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
旅
陀
羅
の

家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
罪
意
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
聖
人
の
遺
文
に
は
こ
れ

を
判
断
す
る
に
足
る
幼
少
の
事
蹟
の
記
述
が
皆
無
に
近
く
、
ま
た
出
自

の
問
題
も
今
な
お
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、ン）
」
で
は
敢
て
不
間
と
す
る
。

次
下
、
山
川
智
応
著

『
日
蓮
聖
人
』
の
文
を
引
用
し
て
、
今
後
の
考
察

の
資
助
と
し
た
い
。

「
若
し
た
だ
累
代
の
漁
夫
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の

生
活
の
業
が
い
か
に
仏
教
で
、
施
陀
羅
業
と
し
て
賤
め
ら
れ
る
と
し
て

も
、
世
襲
固
定
的
社
会
の
封
建
時
代
で
は
、
止
み
難
い
前
世
の
業
報
と

し
て
、
あ
さ
ら
め
の
念
仏
を
、
時
を
り
唱

へ
る
く
ら
い
が
、
精
々
の
こ

と
だ
ら
う
が
、
も
と
相
当
な
武
士
だ
っ
た
も
の
が
、
何
等
か
の
罪
名
に

間
は
れ
、
流
罪
せ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
悪
業
渡
世
に
対
す
る
内
心

の
悩
み
も
深
く
、
世
の
無
常
と
流
転
生
死
と
い
ふ
こ
と
に
も
、
相
当
の

関
心
を
も
ち
、
自
然
そ
の
子
等
に
も
、
何
等
か
の
心
理
的
影
響
を
及
ぼ

す
で
あ
ら
う
。
…
…
我
等
が
悩
み
な
ど
、
申
す
も
お
ろ
か
の
長
さ
事
、

か
か
る
事
も
こ
の
娑
婆
世
界
、
生
き
死
に
の
世
に
は
常
の
事
、
過
去
の

業
報
ぞ
な
ど
教

へ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
感
じ
深
い
純
な
情
操
を
も
つ
少

年
は
、
幼
い
な
が
ら
に
も
、
成
仏
の
種
を
も
植
ゑ
、
生
死
を
出
ず
る
身

と
な
ら
う
と
、
漁
村
が
こ
ぞ
り
て
す
る
、
悪
人
正
意
の
念
仏
を
、
自
発

的
に
も
唱

へ
る
や
う
に
な
っ
た
の
を
、
八
九
歳
の
頃
と
見
て
も
、
お
そ

ら
く
不
自
然
と
は
い
は
れ
な
い
で
は
な
い
か
。
」

（
三
四
―
三
六
百
）

（
・４
）

「
本
よ
り
学
文
し
候
し
事
は
仏
教
を
き
は
め
て
仏
に
な
り
、
恩
あ

る
人
を
も
た
す
け
ん
と
思
ふ
」

（
『佐
渡
御
勘
気
抄
』
定
五

一
〇
頁
）

（
・５
）
　
『往
生
大
要
抄
』

（
石
井
教
道
編

『昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』

所
収
）
六

一
頁

（
・６
）
　
『
百
四
十
五
箇
条
間
答
』

（
右
同
所
収
）
六
五
七
頁

（
・７
）
　
『開
目
抄
』
定
五
九
六
頁

（
・８
）
　
『撰
時
抄
』
に
は
、

「
問
云
、
…
…
大
慢
は
仏
教
に
明
と
こ
ろ
の

大
慢
に
も
百
千
万
億
倍
す
ぐ
れ
た
り
。
…
…
汝
い
か
で
か

一
閻
浮
提
第

一
の
智
人
と
な
の
る
…
…
答
云
、
…
…
現
に
勝
た
る
を
勝
た
り
と
い
う

事
は
慢
に
に
て
大
功
徳
な
り
け
る
か
。
」

（定

一
〇
五
六
百
）
と
い
う

問
答
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
聖
人
の
主
張
は

一
見
傲
慢
に
は
見
え
る

が
そ
れ
は
仏
の
意
志
に
随
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
傲
慢
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
、
聖
人
自
身
の
「
傲
慢
」
に
対
す
る
見
解
を
汲
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
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